
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
は
、
茨
城

県
日
立
市
十
王
町
に
あ
り
ま
す
。
十
王
駅
か
ら
車
で

10
分
。
広
大
な
敷
地
を
持
つ
、
国
内
最
大
の
林
木
育

種
機
関
で
す
。
こ
こ
に
森
林
バ
イ
オ
研
究
セ
ン
タ
ー

も
あ
り
ま
す
。
正
門
の
近
く
に
、「
無
花
粉
ス
ギ
『
爽

春
』
で
美
し
い
森
づ
く
り
」
と
染
め
抜
い
た
緑
色
の

の
ぼ
り
旗
が
は
た
め
い
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
石
井

克
明
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
花
粉
症
に
つ
い
て
の
初
歩
的

な
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Q：

ス
ギ
花
粉
症
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ス
ギ
の
花
粉
が
原
因
と
な
っ
て
、
く
し
ゃ
み
、
鼻

水
、
目
の
炎
症
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
引
き
起
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も
の
皆
芽
吹
く
季
節
、
春
の
到
来
。
で

も
、
こ
の
季
節
を
心
か
ら
喜
べ
な
い
人
も

い
ま
す
。
花
粉
症
に
悩
む
人
に
は
、
憂
鬱
ゆ
う
う
つ

な
季
節
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
薬
屋
さ
ん
の

「
花
粉
症
対
策
」
コ
ー
ナ
ー
で
、
マ
ス
ク

や
目
薬
を
買
う
人
は
あ
と
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
花
粉
症
は
ス
ギ
花
粉
症
だ
け
で
も
国

民
の
1
6
・
2
％
（
2
0
0
2
年
　
日
本

ア
レ
ル
ギ
ー
協
会
調
査
）
を
占
め
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
年
の
花
粉
の
飛
散

状
況
で
罹
患
率

り
か
ん
り
つ

は
異
な
る
も
の
の
、
最
近

の
疫
学
え
き
が
く

調
査
で
は
さ
ら
に
増
え
て
い
る
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
数
お
よ
そ

２
千
万
人
、
日
本
人
の
五
人
に
一
人
が
花

粉
症
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
医
療
費
や
労
働
効
率
の
低
下
に
よ

る
経
済
的
損
失
は
2
千
8
6
0
億
円
に
の

ぼ
る
と
い
う
試
算
（
2
0
0
0
年
科
学
技

術
庁
「
ス
ギ
花
粉
症
克
服
に
向
け
た
総
合

研
究
班
」
の
調
査
結
果
）
も
あ
り
ま
す
。

花
粉
症
は
深
刻
な
社
会
問
題
で
も
あ
る
の

で
す
。

そ
ん
な
花
粉
症
に
悩
む
人
々
に
ひ
と
す

じ
の
光
明
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
無
花

粉
の
ス
ギ
樹
種
が
開
発
さ
れ
た
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
し
た
。
そ
の
名
も

「
爽
春
（
そ
う
し
ゅ
ん
）」。
そ
の
話
題
を

追
っ
て
（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
森
林
バ

イ
オ
研
究
セ
ン
タ
ー
に
、
石
井
克
明
セ
ン

タ
ー
長
を
訪
ね
ま
し
た
。

森
林
総
合
研
究
所
　
森
林
バ
イ
オ
研
究
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長
　
石
井
克
明
氏
に
聞
く

花
粉
症
に
悩
む

す
べ
て
の
人
に
贈
る

夢
の
ス
ギ
樹
種

「
爽
春

そ
う
し
ゅ
ん

」の
誕
生

センター棟正面

花
粉
症
の

季
節
に
贈
る

特
集

無
花
粉
ス
ギ
に
挑
む
、
品
種
開
発
の
最
先
端
部
門

終始、笑顔の石井克明センター長

Q―特に花粉症患者が若い人に多いのはどうしてですか？
A：はっきりはわかりませんが、花粉症はアレルギーの一種ですから、
最近の子供達に色々なアレルギー患者が多いことと似た原因でしょう。

例えば、添加物の多い偏った食事、抗体が作られやすい高タンパクの

食事等が一因かもしれません。また、花粉症は抗原抗体反応が過剰に

なる現象ですから、体の中に抗体がだんだんと蓄積され、ある一定の

許容量を超えると花粉症を発症します。この許容量は個人個人で異な

りますが、子供は一般的にこの許容量が小さいと言われています。

Q―花粉が多い年・少ない年とありますが、どう違うのですか？
A：花粉の飛散量は、スギの雄花の量に影響を受けますから、雄花が
分化する、主に、前の年の夏の気候によりその量が変化します。前年

の夏の気温が高く、日射量が多い程、多くの雄花が分化しますから、翌

年の花粉の飛散量は多くなります。また、果樹などでよく言われる、豊

凶の年による差、いわゆる生り年や外れ年というものが植物のスギで

もみられるのだと思います。

Q―花粉症患者数が増えていますが、対策はどうやっているのですか？
A：花粉症の治療には予防的治療として、花粉シーズンの少し前から症
状を抑える薬（抗アレルギー薬）の服用をはじめ、シーズン中継続する

方法が有ります。一方、花粉症自体を直すことを目指した減感作療法

は、抗原を少しずつ増やしながら注射していき、徐々に抗原に慣れさせ

てアレルギーが起こりにくい体質に変えていこうという治療法です。

Q―一番有効な対策はなんですか？
A：林野庁は、2008年より花粉発生源対策プロジェクトを立ち上げて、
少花粉スギを植栽するなどして、10年後に首都圏および京阪地区に飛

来する花粉の発生源を半減させることを目指しています。花粉の発生

源を完全に断つことが一番有効ですが、現在のスギ林を無花粉スギに

すべて植え替えるのには100年以上かかるので、それまではDNAワク

チン等の新たな治療法が有効となるでしょう。

Q―花粉の少ないスギは、通常のスギと比べて材木として質は落ちな
いのですか？（遺伝子操作による弊害について）

A：少花粉スギは精英樹と呼ばれる成長や材質に優れた選抜個体から
選ばれているので、むしろ通常のスギと比べて質的には優れています。

無花粉スギの中には精英樹でないものもあるので、交配等を行って、

育種を進めています。遺伝子操作は不稔性を付与するのみなので、特

に材木の質への影響はありません。

こ
す
病
気
で
す
。
花
粉
の
タ
ン
パ
ク
質
が
抗
原
と
な

っ
て
、
体
の
中
に
抗
体
が
で
き
、
そ
れ
が
く
っ
つ
く

こ
と
で
様
々
な
炎
症
を
起
こ
す
化
学
伝
達
物
質
を
肥

満
細
胞
か
ら
出
さ
せ
る
免
疫
反
応
が
過
剰
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
発
症
し
ま
す
。

1
9
6
3
年
の
春
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
耳
鼻
科

医
局
か
ら
日
光
の
診
療
所
に
派
遣
さ
れ
た
齋
藤
洋
三

医
師
が
、
初
め
て
ス
ギ
花
粉
症
患
者
を
発
見
し
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
ス
ギ
花
粉
症
を
発
症
し
て
い
て
も
、

そ
れ
が
花
粉
症
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
一
般
に
は
な

か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
以
下
、「
花
粉
症
に
つ

い
て
の
一
問
一
答
」
参
照
）

春風にはためくのぼり旗
「無花粉スギ爽春で美しい森づくり」

の文字

花粉症についての
一問一答

「
無
花
粉
ス
ギ『
爽
春
』で
美
し
い
森
づ
く
り
」



は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
都
道
府
県
の
担
当
者
や

民
間
の
苗
木
生
産
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
技
術
講
習

会
を
行
う
な
ど
し
て
紹
介
、
普
及
を
し
て
い
ま
す
。

「
爽
春
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
組
織
培
養
に
よ

る
大
量
増
殖
も
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
方
式
は
、「
爽

春
」
の
さ
し
木
か
ら
発
根
個
体
を
採
取
し
て
、
滅
菌

処
理
し
た
後
に
寒
天
培
地
に
植
え
付
け
、
発
根
し
た

個
体
を
培
養
ビ
ン
に
植
え
替
え
て
無
菌
採
穂
台
木
を

作
り
、
こ
こ
か
ら
発
根
個
体
を
再
び
採
取
す
る
過
程

を
繰
り
返
し
、
大
量
増
殖
さ
せ
ま
す
。
次
に
、
発
根

個
体
を
ポ
ッ
ト
に
移
し
、
温
室
内
で
屋
外
環
境
に
順

応
さ
せ
る
た
め
一
定
期
間
育
て
て
後
、
原
種
の
供
給

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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ま
た
、
普
通
の
ス
ギ
と
同
じ
く
雄
花
を
着
け
る
け

れ
ど
も
、
雄
花
が
成
熟
す
る
過
程
で
花
粉
が
全
く
生

産
さ
れ
な
い
特
徴
を
持
つ
樹
種
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
徴
を
「
雄
性
不
稔
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
現
在
2
種
の
雄
性
不
稔
の
樹
種
を
開
発

し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、
気
象
害
抵
抗

性
候
補
木
の
中
か
ら
開
発
し
た
品
種
で
、「
爽
春
（
そ

う
し
ゅ
ん
）」
と
名
づ
け
ま
し
た
。「
爽
春
」
は
通
直

性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
精
英
樹
と

同
等
の
形
質
を
示
す
「
ス
ギ
三
重
不
稔
（
関
西
）
1

号
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。「
爽
春
」
は
平
成
20
年
に
品

種
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
３
）

さ
て
、「
爽
春
」
の
原
種
を
供
給
す
る
に
あ
た
っ
て
、

苗
木
の
大
量
生
産
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
育
種
セ
ン

タ
ー
で
は
、
国
内
で
初
め
て
事
業
規
模
で
の
大
量
増

殖
を
進
め
て
い
ま
す
。

従
来
の
ク
ロ
ー
ン
苗
を
さ
し
木
で
増
や
す
方
法
は
、

少
花
粉
や
無
花
粉
の
性
質
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
母
材
か
ら
採
れ
る
さ
し
穂

の
数
に
限
り
が
あ
っ
て
、
大
量
の
苗
木
を
作
る
の
は

困
難
で
し
た
。
そ
こ
で
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
常

の
半
分
以
下
（
10
㎝
以
下
）
の
小
さ
い
穂
を
使
う

「
マ
イ
ク
ロ
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
し
木
生
産
技
術
」
を
開

発
し
ま
し
た
。
こ
の
方
法
で
す
と
、
例
え
ば
出
荷
用

の
苗
木
の
下
枝
か
ら
数
十
本
の
穂
を
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
さ
し
穂
を
育
苗
バ
ッ
ト
に
移
す

と
早
い
も
の
は
二
ヶ
月
ぐ
ら
い
で
発
根
し
、
９
月
か

ら
10
月
に
根
が
出
揃
い
ま
す
。
こ
の
方
式
に
つ
い
て

無
花
粉
ス
ギ
樹
種
「
爽
春

そ
う
し
ゅ
ん

」の
開
発

ス
ギ
は
雌
雄
同
株
と
言
っ
て
、
一
つ
の
個
体
に
雄

花
と
雌
花
の
両
方
が
着
生
し
ま
す
。
花
粉
が
入
っ
て

い
る
の
は
雄
花
の
方
で
、
日
光
の
よ
く
あ
た
る
葉
の

先
に
着
き
ま
す
。
ス
ギ
の
雄
花
は
前
の
年
の
夏
に
分

化
、
成
長
し
て
、
熟
し
、
関
東
で
は
春
先
2
月
中
旬

か
ら
4
月
中
旬
に
か
け
て
花
粉
を
飛
散
さ
せ
ま
す
。

ス
ギ
は
風
媒
植
物
な
の
で
、
風
に
よ
っ
て
遠
く
に
ま

で
運
ば
れ
る
の
で
、
晴
れ
た
風
の
あ
る
日
に
良
く
飛

び
ま
す
。
雨
上
が
り
の
翌
日
な
ど
、
気
温
が
15
℃
以

上
に
あ
が
り
湿
度
が
60
％
以
下
に
な
る
と
飛
散
の
ピ

ー
ク
が
訪
れ
ま
す
。
ス
ギ
の
花
粉
の
直
径
は
30
ミ
ク

ロ
ン
（
3
／
1
0
0
ミ
リ
）
と
小
さ
く
、
１
０
０
km

も
飛
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
写
真
１
）

花
粉
は
ス
ギ
以
外
に
も
た
く
さ
ん
飛
ん
で
い
る
の

で
す
が
、
ス
ギ
の
花
粉
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
も
と
と
な

る
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
二
種
類
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
一
種
類
は
、
花
粉
表
面
の
オ
ー
ビ
ク
ル

と
い
う
微
粒
子
が
ツ
ブ
ツ
ブ
状
を
な
し
て
い
る
外
層
に

あ
り
、
鼻
の
粘
膜
に
付
着
す
る
と
す
ぐ
に
溶
け
出
し
ま

す
。
も
う
一
種
類
は
、
花
粉
の
中
の
細
胞
質
の
デ
ン
プ

ン
粒
に
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
は
ゆ
っ
く
り
溶
け
出
し
て
悪

さ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
写
真
２
）

雄
花
が
少
な
け
れ
ば
、
花
粉
の
量
も
少
な
く
な
り

ま
す
。
森
林
総
合
研
究
所
で
は
都
府
県
と
連
携
し
て
、

雄
花
が
少
な
く
、
し
か
も
良
質
の
樹
種
を
全
国
の
山

か
ら
選
び
出
し
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
樹

種
を
開
発
し
て
い
ま
す
。（
図
１
）

こ
れ
ら
の
品
種
は
「
精
英
樹
」
を
対
象
と
し
た
調

査
か
ら
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
精
英
樹
と
は
、
全
国

の
森
林
か
ら
ま
わ
り
の
大
木
と
比
較
し
て
成
長
、
材

積
で
3
割
以
上
優
れ
て
い
る
木
で
、
成
長
、
曲
が
り
、

ヤ
ン
グ
率
、
含
水
率
、
心
材
色
、
挿
し
木
発
根
性
、

雄
花
着
花
性
な
ど
の
特
性
を
5
段
階
指
数
で
評
価
し
、

選
抜
し
た
も
の
で
す
。
現
在
約
9
0
0
0
個
体
が
選

抜
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
植
栽
後
5
年
で
樹
高
7

ｍ
に
達
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
精
英
樹
は
林
業
用

と
し
て
即
戦
力
と
な
る
植
栽
材
料
で
す
。
こ
れ
ま
で

精
英
樹
の
雄
花
の
着
花
性
を
調
べ
て
き
た
成
果
に
加

え
て
、
さ
ら
に
試
験
林
で
の
大
規
模
な
調
査
を
実
施

し
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

か
ら
、
複
数
箇
所
で
複
数
年
に
わ
た
っ
て
、
雄
花
の

着
花
性
が
少
な
い
と
い
う
ス
ギ
品
種
を
特
定
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

精
英
樹
の
中
か
ら
〈
平
年
で
は
雄
花
が
全
く
着
か

な
い
か
極
め
て
わ
ず
か
で
、
花
粉
飛
散
量
の
多
い
年

で
も
ほ
と
ん
ど
雄
花
が
認
め
ら
れ
な
い
品
種
〉
を
、

ス
ギ
に
つ
い
て
は
1
3
5
品
種
、
ヒ
ノ
キ
で
は
55
品

種
を
、
花
粉
症
対
策
品
種
と
し
て
の
「
少
花
粉
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
」
を
開
発
し
て
い
ま
す
。（
図
２
）

図1 林木育種面からの花粉発生源対策の取り組み

写真1 普通のスギの雄花

写真2 普通のスギ。花粉の拡大写真

図2 花粉症対策品種一覧（スギ）、同ヒノキ

花粉の少ないスギ

写真3 無花粉スギ「爽春」の拡大写真。
花粉がない。

花
粉
の
少
な
い
樹
種
の
開
発



ひ
と
た
び
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
同
じ
固
体
を
再
生
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
貴
重
な
資
源
を
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
と
い
う
大
切
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
種
子
や
穂
木
か
ら
増
殖
さ
せ
た
個
体
や
、

種
子
・
花
粉
を
保
存
し
、
情
報
提
供
や
研
究
の
た
め

の
配
布
も
し
て
い
ま
す
。

全
国
で
、
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
な
ど
管
理
さ
れ
た
環

境
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
種
子
や
花
粉
は
、
約
1

万
1
千
系
統
、
成
体
（
樹
体
）
で
は
2
万
3
千
系
統

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
保
存
林
は
人
工

林
が
2
3
8
箇
所
で
９
６
０
ha
、
天
然
林
は
3
2
5

箇
所
で
9
千
1
8
5
ha
に
な
り
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
に
自
生
す
る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
サ
、
屋

久
島
・
種
子
島
に
分
布
す
る
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
な
ど

希
少
樹
種
も
保
存
さ
れ
、
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
に
あ
る
天
然
記
念
物
の
樹
木
や
名
木
な
ど
は
、

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
生
物
学
的

に
も
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
種
の
ク
ロ

ー
ン
苗
木
を
増
殖
し
、
後
継
苗
木
と
し
て
里
帰
り
さ

せ
る
こ
と
も
事
業
と
し
て
い
ま
す
。
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伝
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
て
、
爽
春
で
も
同

じ
遺
伝
様
式
を
持
つ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
雑
種
第

一
代
を
相
互
に
交
配
し
て
雑
種
第
二
代
を
作
り
、
優
れ

た
無
花
粉
ス
ギ
を
選
抜
す
る
計
画
を
実
施
中
で
す
。

従
来
の
育
種
技
術
だ
け
で
は
、
品
種
開
発
ま
で
長
い
時

間
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
出
来
る
限
り
早
く
、
確
実

に
選
抜
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
原
因
遺
伝
子
の
特

定
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
の
開
発
、
苗
の
促
成
栽
培
環
境

の
研
究
、
早
期
選
抜
シ
ス
テ
ム
の
技
術
開
発
な
ど
が
併

行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
解
析
の
技
術
も
格
段
に
進
歩
し
て
き
て
い

る
の
で
、
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
で
の
遺
伝
子
組
み
換
え

技
術
を
使
っ
た
新
し
い
無
花
粉
ス
ギ
の
品
種
開
発
が
、

日
の
目
を
見
る
と
き
も
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

石
井
セ
ン
タ
ー
長
に
、
そ
の
事
業
の
概
要
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
内
を

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
大
な
「
遺
伝
資
源

保
存
園
」
の
他
に
、
人
工
光
・
閉
鎖
型
苗
生
産
シ
ス

テ
ム
を
備
え
た
「
順
化
温
室
」、「
林
木
遺
伝
資
源
保

存
管
理
棟
」、「
遺
伝
子
組
換
え
実
験
棟
」、
国
内
初
で

最
大
を
誇
る
林
木
用
の
「
組
織
培
養
棟
」、「
特
定
網

室
」、「
隔
離
ほ
場
」
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

…
…
◆
…
…
◆
…
…

森
林
総
合
研
究
所
は
つ
く
ば
市
の
本
所
の
他
に
、

全
国
に
北
海
道
、
東
北
、
関
西
、
九
州
の
各
育
種
場
、

西
表
熱
帯
林
育
種
技
術
園
が
あ
り
、
日
立
市
の
林
木

育
種
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
要
と
な
る
国
内
最
大
規
模

の
林
木
育
種
機
関
で
、
そ
の
敷
地
は
4
0
6
万
8
千

8
0
0
㎡
に
及
び
ま
す
。
森
林
バ
イ
オ
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
こ
こ
に
平
成
19
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
は
、
精
英
樹
や
無
花
粉
ス
ギ

な
ど
、
遺
伝
的
に
優
れ
た
特
性
を
持
つ
林
業
用
品
種

を
こ
れ
ま
で
1
8
0
0
品
種
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
新
品
種
開
発
の
事
業
に
加
え
て
、
林
木

育
種
セ
ン
タ
ー
は
、
林
木
の
遺
伝
資
源
の
収
集
・
保

存
・
配
布
を
行
う
国
内
唯
一
の
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
と
し

て
の
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
林
木
遺
伝
資
源
は
、
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ま
た
、
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
「
爽
春
」
と
「
ス
ギ
三
重

不
稔
（
関
西
）1
号
」
の
２
品
種
と
、
精
英
樹
の
人
工
交

配
を
行
っ
て
、
成
長
・
材
質
等
に
さ
ら
に
優
れ
た
無
花

粉
ス
ギ
品
種
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
交
配
を
重

ね
て
よ
り
多
様
な
無
花
粉
ス
ギ
の
品
種
開
発
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
現
在
、「
爽
春
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
精
英
樹

を
交
配
し
た
雑
種
第
一
代
系
統
を
作
っ
て
い
ま
す
。

「
爽
春
」
に
先
立
つ
富
山
県
の
無
花
粉
ス
ギ
「
は
る
よ
こ

い
」
を
用
い
た
研
究
で
は
、
無
花
粉
の
性
質
は
劣
性
遺石井克明氏　プロフィール

■1977

東京大学農学部 大学（農学部 林産学科）卒業
■1980

東京大学農学系大学院 博士（農学系研究科 林産学専攻）中退
■1980‐1983

林木育種センター、研究員
■1983‐1989

林業試験場（森林総合研究所）研究員

（1985‐1986）オーストラリアCSIRO 客員研究員
■1989‐1990

森林総合研究所、組織培養研究室主任研究官
■1988より

国際協力事業団短期専門家としてインドネシア、

ブルネイ２回、パプアニューギニアに研究指導
■1990‐2001

森林総合研究所、組織培養研究室室長

（1992‐2002）筑波大学併任助教授
■2001‐2006

森林総合研究所、形質転換研究室長

（2001‐2008）東京農工大学非常勤講師
■2006‐2007

森林総合研究所　生物工学研究領域　チーム長
■2007‐2009

森林総合研究所　森林バイオ研究センター

森林バイオ第２研究室長（生物工学研究領域併任）
■2009‐現在

森林総合研究所　森林バイオ研究センター長

《 主 な 著 書 》

■Somatic Embryogenesis in Woody Plants（1999）

出版社：Kluwer Academic Publisher
■組織培養を用いた有用樹木の増殖　わかりやすい林

業研究解説　No.108

出版社：林業科学技術振興所
■Micropropagation of Woody Trees and Fruits（2003）

出版社：Kluwer Academic Publisher ISBN: 1-

4020-1135-0
■Plantation Technology in Tropical Forest

Science（2005）

出版社：Springer ISBN: 4-431-28053-7
■森林・林業実務必携（2007）

出版社：朝倉書店　ISBN: 978-4-254-47042-0

海
外
技
術
協
力
分
野
で
は
、
中
国
湖
北
省
や
ウ
ル

グ
ア
イ
と
の
育
種
事
業
、
J
I
C
A
を
通
じ
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
の
育
種
事
業
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

成
果
が
あ
り
ま
し
た
。…

…
◆
…
…
◆
…
…

正
門
か
ら
セ
ン
タ
ー
棟
の
玄
関
に
い
た
る
道
の
両

脇
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
梅
が
咲
き
始
め
て
い
ま

し
た
。

か
つ
て
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
は
水
戸
市
笠
原
町

に
あ
り
、
茨
城
県
庁
の
同
地
へ
の
移
転
に
伴
い
、
日

立
市
十
王
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
の

折
、
水
戸
の
偕
楽
園
に
あ
っ
た
約
3
0
0
種
の
梅
を
、

さ
し
木
で
運
び
こ
こ
に
植
え
た
梅
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
毎
年
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
人
々
の
目
を
楽
し

ま
て
い
る
偕
楽
園
の
梅
林
が
、
こ
こ
で
も
次
世
代
の

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
で
の
仕
事
は
地
味
で
す
け
ど
、
最
先
端
の

技
術
を
必
要
と
し
、
ま
た
多
く
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
も

必
要
と
す
る
事
業
で
す
。
多
く
の
人
に
、
こ
の
事
業

の
存
在
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
と
て
も
嬉
し

い
で
す
ね
」
石
井
セ
ン
タ
ー
長
は
、
そ
う
言
っ
て
微

笑
ま
れ
ま
し
た
。

よ
り
多
様
な
無
花
粉
ス
ギ
品
種
へ
の
挑
戦

培養ビンの爽春

培養中の爽春

爽春の苗木順化温室内の爽春

敷地内に並ぶ順化温室組織培養棟
炭酸ガス濃度を高めることで成
長を促進させる仕組みを備えた
「培養室」が4室ある。

遺伝子組換え実験棟
遺伝子組換えを行う「実験室」、遺伝子組
換え林木を外部から封じ込めて栽培する
「閉鎖系温室」などを備える。

保存園に咲く梅林、偕楽園からさし木で植え替えられた。

爽春の苗木が置かれたセンター棟玄関

国
内
最
大
、
最
先
端
の

林
木
育
種
機
関



先
代
は
、
派
手
好
み
だ
っ
た
み
た
い
で（
笑
）…
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
聞
い
た
話
で
す
が
、
当
時

こ
の
通
り
に
は
腹
巻
に
大
金
を
忍
ば
せ
た
材

木
屋
さ
ん
や
大
工
さ
ん
、
お
施
主
さ
ん
な
ど

が
各
地
か
ら
大
勢
や
っ
て
き
ま
す
。
東
京
・
上

野
駅
か
ら
都
電
を
使
っ
て
来
ら
れ
た
そ
う
で

す
。通
り
の
初
っ
端
に
あ
っ
た
当
店
と
し
て
は
、

な
る
べ
く
目
だ
つ
こ
と
で
お
客
様
に
強
く
印

象
付
け
た
い
と
い
う
狙
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

銘
木
通
り
で
は
、
ど
の
店
の
前
に
も
客
引
き

役
の
者
が
立
っ
て
待
ち
構
え
て
い
た
そ
う
で
、

そ
れ
は
主
に
店
の
若
い
人
の
役
目
だ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。」

「
銘
木
」
と
は

「
銘
木
」と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

「
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
、
部
屋
の
内
装
に
使

わ
れ
る
木
材
、
つ
ま
り
構
造
材
以
外
の
木
材

を『
銘
木
』の
名
で
総
称
し
て
い
ま
す
。
銘
木

だ
か
ら
と
い
っ
て
珍
し
い
も
の
ば
か
り
と
限
り

ま
せ
ん
。
用
途
も
和
室
、
洋
室
を
問
い
ま
せ

ん
。
樹
種
を
問
わ
ず
形
や
色
、
艶
、
杢
目
、
品

質
に
優
れ
、
内
装
に
使
っ
て
観
賞
に
値
す
る

木
材
な
ら
ば
銘
木
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い

と
思
い
ま
す
。」

展
示
室
の
中
に
草
庵
風
の
茶
室
が
あ
り
ま

す
。
露
地（
庭
）を
備
え
た
本
格
的
な
茶
室
で
す
。

入
り
口
に
は「
木
楽
庵
」の
額
が
見
え
ま
す
。

「
一
般
の
方
が
本
格
的
な
茶
室
を
見
る
こ

と
の
で
き
る
機
会
は
、
そ
う
そ
う
あ
り
ま
せ

ん
。
お
施
主
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
今
は
大
工

さ
ん
で
も
そ
の
は
ず
で
す
。
和
風
建
築
は
木

の
美
し
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

そ
の
代
表
格
が
茶
室
。
茶
室
に
は
、
木
の
魅

力
を
最
大
限
に
活
か
す
伝
統
技
法
が
凝
縮
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
お
客
様
に
実
際
に
見

て
い
た
だ
こ
う
と
、
先
代
が
京
都
の
数
奇
屋

師
、
山
本
隆
章
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
名

匠
と
呼
ば
れ
て
い
る
棟
梁
で
す
。
材
料
は
す

べ
て
京
都
で
き
ざ
み
を
施
し
て
こ
こ
に
運
び
、

築
造
の
過
程
も
一
般
公
開
し
て
皆
さ
ん
に
見

て
い
た
だ
き
な
が
ら
造
り
ま
し
た
。
表
千
家

を
伝
え
る
数
奇
屋
造
り
の
基
本
に
忠
実
な
造

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
“
木
の
香
が
す
る
日
本

建
築
で
楽
し
く
暮
ら
す
”
と
い
う
希
望
を
込

め
て
、『
木
楽
庵（
き
ら
く
あ
ん
）』と
い
う
名

に
し
て
い
ま
す
。」

さ
っ
そ
く
木
楽
庵
を
ご
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
数
奇
屋
造
り
」
に
み
る
簡
素
の
妙

木
楽
庵
に
は
、
貴
人
口（
き
に
ん
ぐ
ち
）と

躙
口（
に
じ
り
ぐ
ち
）の
二
つ
の
入
り
口
が
あ

り
ま
す
。
茶
室
に
お
馴
染
み
の
躙
口（
に
じ
り

ぐ
ち
）、
高
さ
は
約
二
尺
二
寸
、
幅
二
尺
一
寸
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木
材
・
合
板
博
物
館
の
来
館
者
の
方
か
ら

「
新
木
場
で
銘
木
を
見
ら
れ
る
所
は
あ
り
ま
す

か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
木

場
に
は
銘
木
を
扱
う
お
店
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

で
は
「
銘
木
」
と
は
何
で
し

ょ
う
か
。
高
級
木
材
に
は
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
お
金
持
ち

の
嗜
好
品
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
も
あ
り
ま
す
。
敷
居
が
高

い
気
も
し
ま
す
。
新
木
場
漫
歩
で
銘
木
店
さ

ん
を
お
訪
ね
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

「
銘
木
と
は
何
か
」
こ
れ
を
機
会
に
思
い
切
っ

て
、
そ
れ
も
併
せ
て
教
え
て
い
た
だ
こ
う
と
、

株
式
会
社
梶
本
銘
木
店
さ
ん
を
お
訪
ね
し
ま

し
た
。

「
銘
木
通
り
」
の
今
昔

梶
本
銘
木
店
は
正
面
左
側
が
事
務
所
、
右

側
が
茶
室
を
備
え
た
展
示
室
に
な
っ
て
い
ま

す
。
入
口
に
は「
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
覧
下
さ

い
」と
い
う
案
内
表
示
。
来
意
を
告
げ
て
案
内

さ
れ
た
展
示
室
に
、
程
な
く
現
れ
た
の
は
若

い
男
性
で
し
た
。
株

式
会
社
梶
本
銘
木
店

の
常
務
取
締
役
、
梶

本
芳
太
郎
さ
ん
で
す
。

お
店
の
由
来
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

「
創
業
は
昭
和
10
年
、
中
国
の
北
京
で
す
。

先
々
代
つ
ま
り
私
の
祖
父
が
、
深
川
富
岡
町

の
吉
本
時
松
商
店
さ
ん
で
修
業
し
、
中
国
ハ
ル

ビ
ン
・
新
京
の
お
店
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
後
北

京
に
て
独
立
創
業（
梶
本
建
材
社
）し
た
の
が

最
初
で
す
。
そ
の
後
、敗
戦
と
な
っ
て
帰
国
し
、

深
川
富
岡
町
で
昭
和
22
年
に
梶
本
銘
木
店
と

し
て
再
開
し
ま
し
た
。
こ
の
写
真
は
、
昭
和

35
年
当
時
の
富
岡
町
の
社
屋
で
す
。
こ
の
写

真
は『
江
東
古
写
真
館
』（
江
東
区
教
育
委
員

会
刊
）と
い
う
写
真
集
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
時
、
こ
の
界
隈
は『
銘
木
通
り
』と
呼

ば
れ
て
、
銘
木
屋
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

富
岡
八
幡
宮
の
真
ん
前
で
す
。
こ
の
通
り
は

今
も
そ
の
名
で
通
っ
て
い
ま
す
。」

写
真
は
モ
ノ
ク
ロ
で
す
が
、
社
屋
の
色
は
な

ん
と
黄
色
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
当
時
、黄
色
と
い
う
の
は
奇
抜
で
す
よ
ね
。

「
木
の
ま
ち
　
新
木
場
」
を
拠
点
に
す
る

会
社
、
企
業
、
ス
ポ
ッ
ト
を
探
訪
す
る

「
新
木
場
漫
歩
」。

新
木
場
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
渡
っ
て
、

大
通
り
を
左
に
2
分
。
新
木
場
1
丁
目
に

3
階
建
て
の
ひ
と
き
わ
大
き
な
お
店
が

あ
り
ま
す
。
ア
イ
ボ
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
の
店

舗
正
面
に
は
大
き
く
「
世
界
の
優
良
銘
木

展
示
場
」
の
文
字
。
今
回
の
訪
問
先
は
、

こ
の
展
示
場
を
店
舗
に
す
る
株
式
会
社

梶
本
銘
木
店
さ
ん
で
す
。

広々とした展示場に所狭しと並ぶ銘木

茶室内部

展示室の中に作られた茶室「木楽庵」

2階和室ショールーム

給仕口から見た茶室内部水屋

昭和35年の深川富岡町の「銘木通り」と「梶本銘木店」

梶本銘木店常務取締役　梶本芳太郎氏

〜
約
3
万
点
の
銘
木
が
並
ぶ
回
廊
〝
新
木
場
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〞
〜

美
し
い
木
材
と
の
出
会
い
を

ア
レ
ン
ジ
す
る
空
間

江東区新木場1‐17‐72
TEL：03‐3522‐0766
FAX：03‐3500‐0774
URL：http://www.kirakuan.com



こ
れ
ら
の
丸
太
は
職
人
さ
ん
の
時
間
を
か
け

た
技
で
仕
上
が
り
ま
す
。
錆
丸
太
も
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
錆
丸
太
の
仕
込
み
は
特
に

難
し
く
、
年
季
の
入
っ
た
職
人
さ
ん
で
も
失
敗

す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
絞
り
丸
太
の

出
来
あ
が
る
ま
で
を
示
す
パ
ネ
ル
も
あ
り
ま

す
。
今
は
、
伝
統
の
技
で
育
て
る
京
都
北
山
ス

ギ
が
、
需
要
の
伸
び
悩
み
で
危
機
に
瀕
し
て
い

る
と
も
、
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
　
　
　
　
　
　
＊

「
新
木
場
が
、
木
の
美
し
さ
を
楽
し
む
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
も
、
皆
さ
ん
に
思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
で
す
ね
」と
梶
本
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

こ
の
展
示
場
に
は
約
3
万
点
の
銘
木
が
あ

り
ま
す
。
銘
木
の
回
廊
を
巡
る
散
策
に
、
あ
な

た
も
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

が
標
準
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
部
屋
の
内
側
か

ら
板
戸
を
見
る
と
、
桟
の
内
格
子
が
二
枚
半

に
な
っ
て
い
て
、
な
ん
と
も
中
途
半
端
で
す
。

「
こ
れ
は
、
千
利
休
が
板
戸
を
二
次
利
用
し

て
作
っ
た
と
い
う
由
来
に
拠
っ
て
い
ま
す
。
大

阪
の
枚
方（
ひ
ら
か
た
）で
漁
夫
が
小
さ
な
戸

口
を
出
入
り
す
る
の
を
見
て
利
休
が
想
を
得

た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
茶
室
は
ほ

ん
ら
い
贅
沢
な
も
の
で
は
な
く
、
装
飾
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。『
数
奇
屋
』の
語
源
に
は
、
裏
の

山
か
ら
と
り
ど
り
の
材
を
寄
せ
て
き
て
庵
を

結
ぶ
、
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

客
人
へ
の
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
の
心
が
茶
の

精
神
と
す
れ
ば
、
高
価
な
材
こ
そ
使
わ
れ
て
い

な
い
が
、
そ
の
心
尽
く
し
を
随
所
に
凝
ら
し
て

い
る
の
が
茶
室
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
す
。」

茶
室
の
内
部
は
座
っ
て
見
る
角
度
が
ベ
ス
ト

で
す
よ
と
、
梶
本
さ
ん
が
教
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
な
る
ほ
ど
、
座
っ
た
視
線
に
程
よ
い
高
さ

で
、
窓
も
床
の
間
も
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
る
の

が
実
感
で
き
ま
す
。

見
上
げ
る
と
天
井
が
三
つ
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
窓
に
面
し
た
側
か
ら
、
庇
が
室
内
に

深
く
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
傾
斜
の
天
井（
掛
込

天
井
）と
、
床
の
間
側
の
平
天
井（
網
代
天
井
）

亭
主
側
の
落
天
井
。
こ
れ
は
、
床
の
間
側
の

客
座
に
お
客
様
を
お
迎
え
し
た
と
き
に
、
迎

え
る
側
が
下
に
位
置
す
る
よ
う
に
見
え
る
工

夫
で
す
。

数
奇
屋
造
り
に
は
長
押（
な
げ
し
）が
あ
り

ま
せ
ん
。
代
わ
り
に
細
い
ス
ギ
丸
太
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
木
の
丸
み
が
柔
ら
か
さ
を
か
も

し
出
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
香
り
の
す
る
材

は
使
っ
て
い
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。

木
楽
庵
に
は
小
間
と
水
屋
が
あ
り
、
広
間

は
水
屋
を
備
え
た
い
わ
ば
裏
方
部
分
で
、
こ
ち

ら
は
天
井
が
立
っ
て
歩
け
る
高
さ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
部
屋
を
仕
切
る
給
仕
口
の
襖
に
は
縁

が
あ
り
ま
せ
ん
。
太
鼓
襖（
た
い
こ
ぶ
す
ま
）

と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。
両
側
に
和
紙
を
貼
り
付

け
た
造
り
で
、
広
間
側
か
ら
見
る
と
外
の
自

然
光
が
透
け
て
見
え
ま
す
。
簡
素
を
旨
と
す

る
茶
の
精
神
が
こ
こ
に
も
現
れ
て
い
ま
す
。

華
美
を
排
し
、
素
材
の
美
の
み
で
し
つ
ら
え

ら
れ
た
簡
素
な
室
内
。
そ
こ
は
ど
こ
よ
り
も

自
然
の
光
や
風
を
感
じ
、
味
わ
う
こ
と
を
大

切
に
す
る
空
間
で
し
た
。

和
風
建
築
の
懐
か
し
さ

2
階
は
和
室
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
。
床
の
間
、

床
脇
、
書
院
の
あ
る
和
室
が
二
間
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
違
う
造
り
、
材
の
趣
が
味
わ
え
ま
す
。
ど

っ
し
り
と
し
た
重
厚
感
の
あ
る
黒
檀
の
床
柱
、

一
方
の
床
柱
は
杉
変
絞
丸
太（
す
ぎ
へ
ん
し
ぼ

ま
る
た
）で
す
。
天
井
も
杉
無
垢
天
井
板
と
、

竿
縁
の
あ
る
羽
重
天
井
。
二
間
の
間
仕
切
り

に
は
彫
刻
欄
間
。
書
院
造
り
に
は
、
華
奢
な
美

し
さ
の
茶
室
と
は
違
っ
た
、
気
品
を
感
じ
ま

す
。か

つ
て
日
本
間
の
中
に
暮
ら
し
て
い
た
は
ず

が
、
い
つ
の
間
に
か
縁
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
旅
先
で
古
風
な

老
舗
旅
館
に
案
内
さ
れ
た
と
き
の
よ
う
な
、

懐
か
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

「
今
は
和
風
の
空
間
が
少
な
く
な
っ
て
、
大

工
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
設
計
を
す
る
人
で
す

ら
洋
室
の
環
境
の
中
で
図
面
を
ひ
い
て
い
る
と

い
う
の
が
現
実
で
す
。
材
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
ど
ん
な
魅
力
を
持
つ
の
か
、
実
際
に
こ

こ
で
見
て
い
た
だ
い
て
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
、

と
思
い
ま
す
。」

約
3
万
点
の
銘
木
が
並
ぶ
回
廊

3
階
が
い
よ
い
よ
銘
木
の
展
示
場
。

床
柱
、
大
黒
柱
。
天
然
木
、
一
枚
板
。
皮
付

き
の
自
然
木
な
ど
、ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
す
。

屋
久
ス
ギ
や
木
曽
ヒ
ノ
キ
。
秋
田
ス
ギ
や
神
代

ス
ギ
も
あ
り
ま
す
。

「
銘
木
と
い
っ
て
も
、
希
少
な
珍
し
い
も
の

と
は
限
り
ま
せ
ん
。『
こ
れ
は
、
い
い
』と
お
め

が
ね
に
適
っ
た
も
の
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
で

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
高
価
な
も
の
も
あ
れ
ば
、

そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
気
に
入
る
か

ど
う
か
、
好
み
も
人
そ
れ
ぞ
れ
。
で
す
か
ら
、

一
律
の
基
準
で
推
し
量
る
よ
う
な
世
界
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
実
際
に
木
を
見
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
、
い
い
と
思
い
ま

す
。」と
梶
本
さ
ん
。

3
階
展
示
場
は
、
無
垢
の
床
板
、
カ
ウ
ン
タ

ー
材
、
一
枚
板
の
座
卓
の
コ
ー
ナ
ー
、
屋
久
ス

ギ
の
原
板
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。
各
コ
ー
ナ
ー
に
用
途
の
実
例
を
示
す

シ
ー
ト
も
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
梶
本
銘
木
店

は
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
銘
木
の
専
門
家
。
求
め
れ

ば
誰
で
も
説
明
を
し
て
く
れ
ま
す
。
蟹
杢
、
葡

萄
杢
、
笹
杢
、
玉
杢
、
ウ
ズ
ラ
杢
な
ど
、
優
美

さ
を
競
う
杢
の
種
類
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

長
い
階
段
を
一
気
に
1
階
ま
で
降
り
る
と
、

京
都
北
山
ス
ギ
の
丸
太
展
示
室
で
す
。
天
然

絞
り
丸
太
、人
工
絞
り
丸
太
が
並
ん
で
い
ま
す
。

天
然
木
は
温
度
、
湿
度
の
急
な
変
化
を
嫌
う

と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
展
示
室
で
は
床
に
砂

利
を
敷
い
て
室
内
環
境
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
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《
後
記
》

さ
て
、「
銘
木
と
は
何
か
」。
思
い
違
い
を
し
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。そ
れ
は
ど
の
木
を
指
し
て
銘
木
と
呼
ぶ
の
か
、

と
い
う
こ
と
以
上
に
「
木
を
見
て
、
そ
の
美
し
さ
を
楽
し
む

心
」
に
あ
る
の
だ
と
、
思
わ
せ
ら
れ
る
時
間
で
し
た
。
木
の

需
要
を
高
め
、
健
や
か
な
森
を
維
持
す
る
。
そ
れ
に
は
「
木

を
楽
し
む
」
文
化
を
蘇
ら
せ
、
広
め
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い

こ
と
な
の
だ
と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
新
木
場
を
木
の
情
報
発
信
基
地
に
し
た
い
」
新
木
場
漫

歩
の
取
材
を
通
じ
て
、
沢
山
の
人
が
そ
う
思
っ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
す
。「
新
木
場
を
『
木
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
』
に
し
た
い
で
す
ね
」
梶
本
さ
ん
に
そ
う
言
っ
た
ら
、

「
え
え
。
木
材
・
合
板
博
物
館
さ
ん
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。」

と
逆
エ
ー
ル
を
頂
戴
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
博
物
館
ス
タ
ッ
フ
　
長
谷
川
麻
紀
）

錆丸太の表面絞り丸太の仕込み

北山スギ丸太展示室

「値の張るものばかりが銘木とは限りません」と梶本常務。北山杉丸太展示場で

3階展示場の床柱・天然木のコーナー



11月 26日 白糸財産区議会

29日 東京建築士会練馬支部　

木の香る住まいづくりセミナー

12月 5日 千曲川上流流域林業活性化センター

1月 21日 NPO法人民家再生リサイクル協会

2月 1日 越谷ウォーキングクラブ

22日 三ノ宮生産森林組合　

28日 はもと子ども会　

3月 5日 東信素材生産事業協同組合

6日 吉野正芳環境副大臣　見学

11日 静岡県産業部林業振興室

静岡県林業研究グループ連絡協議会　

17日18日 第2１回ジャパン建材フェア参加

23日 東京都農林水産部　森林課　

26日 サムリンジャパン・名南製作所・太平製作所　

4月 1日 社団法人全国中小建築工事業団体連合会

16日 林野庁　木材産業課・利用課

5月 13日 住友商事株式会社

6月 14日 株式会社斉藤材木店（社員旅行）

7月 1日 日本増改築産業協会

5日 内藤邦男林野庁長官　見学

7日 パナソニック電工株式会社

17日 東京木材青年クラブ

8月 5日 神奈川県木材業協同組合連合会

6日7日 東京都港湾事務所　親子見学会

28・29日 第22回ジャパン建材フェア参加

9月 4日 亀田合板株式会社　東京営業所

10月 1日 王子木材緑化株式会社　

4日 ボーイスカウト文京5団

14日 東京特定郵便局「歩こう会」

15日 ミサワホームイング東京

11月 5日 ツーバイフォーＪＡＳ協議会

6日 上伊那林業振興協議会

11日 神奈川県森林協会

12日 日本木造住宅産業協会　神奈川支部

12月 3日 東京商工会議所

1月 23日 林野庁合同勉強会

30日 木育インストラクター研修会

2月 5日 新木場振興株式会社

10日 岩手県議会議員

2月12・13日 第23回ジャパン建材フェア参加

14日 新郷あゆみクラブ

22日 日本建築学会

3月 26日 来館者数2万人達成!

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年
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平成20年
11/17 江東区立平久小学校

平成21年
5/28 辰巳小学校
5/29 東砂小学校

第一亀戸小学校
6/11 第三大島小学校
6/12 越中島小学校
6/16 川南小学校
6/25 東雲小学校
6/26 第二砂町小学校

第六砂町小学校
6/30 南陽小学校
7/2 大島南央小学校
7/7 小名木川小学校
7/9 深川小学校
9/11 亀高小学校
9/18 毛利小学校
11/10 豊洲北小学校
12/17 第二辰巳小学校

平成22年
1/19 第五砂町小学校

平成21年
9/16 御茶ノ水女子大学付属小学校４年生

平成22年
2/5 足立区立西新井中学校1年生
3/11 新潟県立聖籠中学校2年生

環境学習

5/7 第三砂町小学校4年生

来館者数2万人達成!

平成20年
12/ 4 東京農業大学
12/10 千葉県工業高校建築科教諭会

平成21年
1/16 東京農業大学地球環境学部森林総合科学科　

森林経営学研究室3年生
2/26 ECOLE SUPERIEURE DU BOIS （フランスの大学生）
6/12 東京テクニカルカレッジ　インテリア科
6/5 東京大学工学部建築学科・東京理科大学
6/17 東京都立城南職業能力センター
7/10 東京大学大学院　農学生命科学研究科
8/2 筑波大学　学生
8/7 東京農業大学　森林総合学科
9/4 駒沢女子大学
12/4 住友林業建築技術専門校

新木場に木材・合板博物館が開館して２年と５ヶ月が経
ちました。
来館者数は２０１０年３月２６日に２万人を達成しました。
３００年を越える木場・新木場の歴史。それは、木材製材
の物流ターミナルから、物と情報のターミナルへと変
貌を遂げようとしています。その中で、情報発信基地と
してNPO木材・合板博物館の活動はどのようであった
か。2年と５ヶ月をアルバムでふりかえります。

江東区外小・中学生見学

小学校社会科見学－江東区内小学校3年生－

大学・専門学校など

２０１０.３

開 館 か ら 3 年 目 を 迎 え た 木 材 ・ 合 板 博 物 館

吉野正芳環境副大臣

来館者数2万人達成!

大学・専門学校など

小学校社会科見学

内藤邦男林野庁長官

開館3年目の2010年3月26日(金)に、20,000
人目のお客様をお迎えしました。
記念すべきお客様は、フランスのFABIEN
CLAVIERさん（中）。パリ第10大学の学生さ
んで、新木場の勉強のために来館されました。
19999人目のお客様は、藤本義幸さん（右）
〔熊本県 幸の国木材工業㈱常務取締役〕。
20001人目のお客様は、ALICE GELYさん
（左）。FABIENさんのお友達です。
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《
後
記
》

ふ
り
か
え
り
ま
す
と
、
木
材
・
合
板
博
物
館
は
開
館
以
来
、

来
館
者
の
方
々
は
も
と
よ
り
関
係
企
業
や
団
体
、
研
究
機
関

な
ど
沢
山
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
痛
感
い
た
し

ま
す
。
私
た
ち
の
博
物
館
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
N
P

O
）
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
い
支
援
を
得
な
が
ら
、

ス
タ
ッ
フ
は
そ
の
使
命
を
充
分
に
果
た
し
て
き
た
か
、
自
ら

戒
め
る
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
思
い
で
す
。

厳
し
い
経
済
情
勢
や
猶
予
な
ら
な
い
環
境
問
題
な
ど
、
時

代
は
大
き
な
曲
が
り
角
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
木
材
業
・

林
業
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
新
し
い
時
代

を
模
索
す
べ
き
と
き
に
来
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
木

材
・
合
板
博
物
館
は
、
時
代
の
要
請
に
能
動
的
に
応
え
、
常

に
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
で
「
木
」
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て

の
役
割
を
担
う
べ
き
と
自
覚
す
る
次
第
で
す
。

今
年
１
月
、
3
階
展
示
場
に
環
境
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま

し
た
。
館
ス
タ
ッ
フ
の
長
い
議
論
と
準
備
の
末
に
オ
ー
プ
ン

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
館
い

た
だ
け
る
よ
う
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
活
動
す
る
博
物
館
」、
N
P
O
木
材
・
合
板
博
物
館
に

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
博
物
館
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
　
赤
石
和
義
）

7/25（土） 「親子で行く！合板工場見学ツアー＆木工体験」

3/28（土）.29（日）「ふみ台をつくろう！」
5/2（土）「お母さんありがとう!!木の小物入れを作ってプレゼントしよう」
6/6（土）「お父さんありがとう!!本棚を作ってプレゼントしよう」

夏休みの宿題－世界にたった一つだけ、僕の!!私の!!木工作品－
8/1（土）「カタカタ落ちる人形をつくろう！」
8/16（日）「ジグソーパズルをつくろう！」
8/22（土）「コリントゲームをつくろう！」
8/30（日）「自分で自由に作っちゃおう！」

12/5（土）.6（日）「クリスマス飾りをつくろう!!」

工場見学ツアー

ワークショップ

新人研修

4/1 株式会社ニッタクス
4/4 丸紅建材株式会社
4/8 三井住商建材株式会社
4/9 株式会社マグ
4/10 ＪＫホールディングス株式会社

丸玉産業株式会社
4/15 Ｊケミカル株式会社
4/24 東京都合板組合連合会主催　

フレッシャーズセミナー

クリスマス飾りをつくろう

コリントゲームをつくろう！

お母さんありがとう!!木の小物入れを作ってプレゼントしよう

新人研修

ワークショップ

第1回　合板・LVL工場見学ツアー

木育インストラクター研修会

自分で自由に作っちゃおう！

ふみ台をつくろう!
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館内探訪

Q&A Vol.9 「エンジニアー「エンジニアードウッド」ウッド」「エンジニアードウッド」

ありさとまきの

博物館スタッフ

1Q

「エンジニアードウッド」とは、工学的な手法で強度性能
が評価・保障された木材製品のことです。
Engineered Woodから、「EW製品」「EW」などと略して
呼ばれます。よく似た言葉に「エンジニアリングウッド」
がありますが、「EW」とは別物です。

A

2Q

最大の特徴は、強度が分かっていることです。従来からの
製品では構造用といってもその強度がはっきりしていなか
ったのに対して、EWは強度が明確で、またそれが保障さ
れているのです。

A

3Q

代表的なものにはグレーディングマシンで等級区分された
製材(MSR材)、構造用たて継ぎ材、構造用集成材、構造用
合板、構造用LVL、OSB、OSL、LVLとOSBを組み合わ
せてI型断面の梁にしたIビーム、メタルプレートコネクタ
ーを用いたトラスなどがあります。

A

4Q

きっかけは、1987年の建築基準法の改正で大規模木造建
築が可能になったことです。構造計算に対応できるような、
要求される強度性能を過不足なく満たすような木質建材が
必要になったことが直接的な要因でした。それ以前から構
造用合板や構造用集成材はありましたが、強度の明確さに
ついては必ずしも十分ではありませんでした。

A

5Q

EWは耐久性を保証するものではありません。構造用集成
材はエクステリアウッド※として使われることも多くあり
ますが、このことが製材よりも耐久性が高いという誤解を
生むことがあります。しかし、EWには製材もあるので、
防腐処理が施されていなければ、基本的には耐久性に差は
ありません。

A

6Q

構造計算が必要な建築構造物に使います。最も重要なこと
は、その製品についての知識を深め、要求される性能、用途、
予算に応じた製品を選択することです。思い込みや、これ
までの経験や勘だけで使用し、マニュアルを無視してしま
うと、致命的なクレームを生じてしまう場合があります。

A

※エクステリアウッド…屋外もしくは厳しい自然環境下で使用される木材・
木材を使用した製品、さらに非住居用の構築物

←OSB

←MDF
↓

Iビーム

構造用針葉樹合板

◎花粉症の季節に贈る特集

無花粉スギに挑む、品種開発の最先端部門

花粉症に悩むすべての人に贈る
夢のスギ樹種「爽春」の誕生

来館者2万人達成！
アルバムでふりかえる「開館3年目を迎えた木材・合板博物館」

◎新木場漫歩

約3万点の銘木が並ぶ回廊　梶本銘木店

◎博物館スタッフの館内探訪
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花粉症に悩むすべての人に贈る
夢のスギ樹種「爽春」の誕生

来館者2万人達成！
アルバムでふりかえる「開館3年目を迎えた木材・合板博物館」

◎新木場漫歩

約3万点の銘木が並ぶ回廊　梶本銘木店

◎博物館スタッフの館内探訪




